
個人トータル表

女子 令和8年2月15日 9:30 開始

準々決勝

8 8
43 8 14 70

14 24
13 24

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

4 片山　志歩 - - - - - * 4 松本　璃音 14 3 2 1 2

* 7 山本　千絢 0 0 0 0 2 * 5 原　乙羽 11 1 4 0 1 TO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 8 アレボ　ギフト　オノメ 23 0 11 1 4 * 6 細澤　幸生 9 1 3 0 2 TeamA 7:53 16:55 23:58 32:43 36:10 : : : :

* 9 外川　穂華 10 0 3 4 1 * 7 大槻　佳子 14 2 4 0 1 TeamB : : : : : : : : :

12 松下　ミレナ - - - - - * 8 今井　優蕾 2 0 1 0 3

15 近藤　詩 - - - - - 9 杉山　もも 13 1 5 0 1

17 大西　凛子 - - - - - 10 守能　董子 0 0 0 0 1

21 増本　莉実 - - - - - 11 吉田　沙希 7 0 3 1 2

23 脇坂　紗羽 - - - - - 12 梅田　和香奈 - - - - -

24 中芝　琴芭 - - - - - 13 清水　莉子 0 0 0 0 0

25 田中　佳音 0 0 0 0 0 14 黒田　愛里咲 - - - - -

32 中村　璃音 - - - - - 15 市村　心春 - - - - -

* 83 稲葉　明花 3 0 1 1 5 16 君島　藍 - - - - -

* 88 竹口　桜礼 7 0 3 1 1 17 桐原　美穂 - - - - -

91 新城　凛々華 - - - - - 18 桑名　瑠愛 - - - - -

ｺｰﾁ 吉田　聡 ｺｰﾁ 長渡　由子

Aｺｰﾁ 甲良　泰明 Aｺｰﾁ 川嶋　裕彰

合　　　計 43 0 18 7 13 合　　　計 70 8 22 2 13

クルーチーフ： 小　松　綾　実

1stアンパイア： 石　川　淳　也 2stアンパイア： 　森　　照　代 戦評： 記録： 県立明石高等学校
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第36回近畿高等学校バスケットボール新人大会
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大阪薫英女学院
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京都両洋
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得点経過 京都両洋 大阪薫英女学院

〔 戦 評 〕
【第1Q】 両チームともマンツーマンディフェンスで試合開始。京都両洋は#8アレボと#9外川との2on2を中心

に#8の高さを生かし得点を重ねる。薫英は、京都両洋#8の高さを2人がかりで封じるとともに、ディフェンスリ

バウンドを支配し、#4松本の速攻、#5原のドライブなどで得点を重ね、互角の展開となり8－8の同点で第1

クォーターを終えた。

【第2Q】 薫英はアウトシュートが入らず、#4、#11吉田が1on1を仕掛け相手のファウルを誘うもののFTが決ま

らず得点が伸びない。対する京都両洋は薫英の厳しいディフェンスを攻めあぐね、#8のインサイドプレイで得

点を重ねるのが精一杯と、お互いに主導権を握れず一進一退の攻防を繰り返す。しかし、残り4分薫英が粘

り強いディフェンスからスピード溢れるオフェンスを展開し、#4の速攻#7大槻の3Pシュートを含む7連続得点を

あげ、一気に16－22とリードを広げ前半終了。

【第3Q】 立ち上がり京都両洋は＃83稲葉のタフショット、＃9の2本のFTで残り9分20－22の2点差まで詰め

寄る。しかし、ここから、薫英#4の3Pシュート、#9杉山が速攻から絶妙なアシストを見せるなど9連続得点を重

ねて20－31と薫英の優位となる。京都両洋はタイムアウトを取るが、薫英の厳しいディフェンス、素早いルー

ズボールに対応できず、徐々に得点差を広げられる。第3クォーター終了のブザービーターを薫英#9が決め、

30－46で第3クォーターが終了した。

【第4Q】 序盤から、薫英は#6細澤、#7が3Pシュート、#9、#4が速攻を繰り出し得点を重ね、終始薫英ペース

で試合が進んだ。京都両洋の高さに対し身体を張って守り、豊富な運動量でディフェンス、リバウンド、ルー

ズボールにとコートを駆け回る薫英の強さが光った試合であった。


